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特集  『わが家の家訓』三行詩

広 報
るぴなす支援学校の防災学習。毛布で担架をつくったよ！



『わが家の家訓』三行詩

入賞作品紹介入賞作品紹介
町議会議長賞町長賞

田村紗久（たむら さく）さん

学びの丘上新田学園小学部1年

若松慶（わかまつ けい）さん

富田小学校4年

わが家
の家訓

わが家
の家訓

わが家では、家族
みんなで元気いっぱい！

じぶんのこうどうに
せきにんをもつ

富田小学校3年
永岡千旺（ながおか ちあき）さん

学びの丘上新田学園小学部5年
黒木杏樹（くろき あんじゅ）さん

学びの丘上新田学園小学部3年
小野咲愛（おの さくあ）さん

わが家
の家訓

わが家はごはんを
のこさず食べよう

どんなときも
人に優しく！

わが家
の家訓

わが家
の家訓

あいさつを
元気にする

優
秀賞

優
秀賞

優
秀賞



　新型コロナウイルスの流行により、家族の絆や家
庭教育の充実が大切だと再認識したこの夏。新富町
は「家族で話そう！『わが家の家訓』と『わが家の
ルール・家族の絆・命の尊さ』三行詩」の募集を行
い、53点の応募がありました。その中で優秀作品
に選ばれた10点を紹介します。家族が集まる年末
年始に、ぜひあなたのご家庭でも、あたたかい家族
の絆や命の尊さについて考えてみてください。

教育長賞 副町長賞

佐々木愛（ささき あい）さん

田園の里新田学園小学部保護者

藤田蓮（ふじた れん）さん

学びの丘上新田学園小学部4年

わが家
の家訓

わが家
の家訓家族は『チーム』 いつも笑顔の毎日を！

富田小学校6年
住田楓弥（すみた ふうや）さん

富田中学校2年
橋本梨花（はしもと りか）さん

田園の里新田学園小学部2年
鈴木琉冴（すずき りゅうが）さん

命はひとつ 心の痛みが
わかる人間になれ

みんなであそぼう
家族時間！

わが家
の家訓

わが家
の家訓

わが家
の家訓

優
秀賞

優
秀賞

優
秀賞



　

新
富
町
区
長
会（
長
濵
博
会
長
）

の
研
修
の
一
環
と
し
て
、
総
合
交
流

セ
ン
タ
ー
き
ら
り
に
お
い
て
、
役
場

総
務
課
の
危
機
管
理
専
門
官
・
黒
田

修
氏
を
講
師
に
、「
防
災
と
地
区
で

の
取
組
み
」と
題
し
て
防
災
講
話
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
発
生
が
想
定
さ
れ
る
災
害

の
脅
威
を
、
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
認
識
し
て
も
ら
っ
た
の
ち
、

地
区
と
し
て
の
対
応
や
地
区
住
民
の

助
け
合
い
の
大
切
さ
を
説
明
。
区
長

を
中
心
と
し
た
地
区
活
動
の
重
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

元
新
富
町
議
会
議
員
の
阿
萬
登
喜

夫
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
阿
萬
さ
ん
は
平
成
3
年

5
月
か
ら
平
成
19
年
4
月
連
続
4

期
16
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と

し
て
在
職
。
各
種
委
員
会
委
員
長
を

歴
任
し
豊
富
な
経
験
と
広
い
見
識
で

町
政
に
尽
力
す
る
な
ど
、
地
方
自
治

の
伸
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、
こ
の

た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

阿
萬
登
喜
夫
さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章

12
月
2
日
、
新
富
町
区
長
会（
長

濵
博
会
長
）は
小
嶋
町
長
に
対
し
、

告
示
日
以
降
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
防

音
工
事
お
よ
び
、
騒
音
区
域
内
に
あ

り
な
が
ら
防
音
工
事
対
象
外
の
住
宅

に
つ
い
て
、
外
郭
防
音
工
事
の
実
施

を
国
に
強
く
働
き
か
け
る
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。
長
濵
会
長
は「
住
民
の

不
安
や
不
公
平
だ
と
い
う
声
を
国
に

届
け
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

新
富
町
区
長
会
が
町
長
に

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

毎
年
11
月
11
日
に
、
新
田
原
古
墳

群
で
行
わ
れ
る
古
墳
祭
。
大
正
〜
昭

和
初
期
に
起
こ
っ
た
盗
掘
事
件
を
受

け
て
、
先
祖
供
養
の
た
め
、
古
墳
を

地
域
で
守
る
意
識
を
育
む
た
め
に
、

昭
和
6
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
神
事
の

み
実
施
。
新
田
原
古
墳
群
保
存
会
会

長
の
髙
家
武
男
さ
ん
は
、「
戦
中
を

除
き
続
い
て
き
た
の
で
、
無
事
執
り

行
え
て
安
堵
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

1
0
0
年
、
2
0
0
年
先
ま
で
続

く
と
う
れ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

第
70
回「
社
会
を
明
る
く
運
動
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」が
実
施
さ
れ
、
県

内
か
ら
は
小
中
学
生
7
2
6
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か

ら
、
田
園
の
里
新
田
学
園
中
学
部

3
年
・
大
上
聖
翔（
お
お
う
え
み
う
）

さ
ん
の
応
募
作
品「
明
る
い
社
会
に

す
る
た
め
に
」が
、
宮
崎
県
保
護
観

察
所
長
賞（
優
秀
賞
）を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
身
近
で
増
え

て
き
た
犯
罪
等
の
社
会
問
題
に
対
す

る
思
い
を
書
か
れ
た
す
ば
ら
し
い
作

文
で
し
た
。

区
長
が
防
災
講
話
を
受
講

地
区
活
動
の
重
要
性
確
認

「
社
会
を
明
る
く
運
動
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
」優
秀
賞
入
賞

今
年
で
89
回
目
と
な
る

古
墳
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た



1971年、新富町生まれ。1993
年に新富町消防団に入団。分団
長、副団長を経て、2019年4月
より団長を務める。ミニバレーやア
ジ釣りが趣味で、サビキ（釣りの
仕掛け）は自家製のものが50本ほ
どもある。本業は肥料や農薬など
農業用資材の販売。

●
新
富
町
消
防
団
の
団
員
を
募
集

中
。
18
歳
以
上
で
新
富
町
在
住
・
在

勤
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
総
務
課  

☎
3
3
・
6
0
6
1

　

か
け
声
に
あ
わ
せ
目
標
物
に
向
か
っ
て
放

水
す
る
消
防
団
員
た
ち
。
彼
ら
を
静
か
に
見

つ
め
る
の
は
、
新
富
町
消
防
団
団
長
の
宮
脇

国
宏
（
み
や
わ
き
く
に
ひ
ろ
）
さ
ん
で
す
。

身
長
1
8
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
超
え
、
ガ
ッ

チ
リ
と
し
た
体
格
で
貫
禄
十
分
で
す
が
、
ニ

コ
ッ
と
笑
っ
た
笑
顔
か
ら
は
愛
嬌
が
あ
ふ
れ

人
当
た
り
の
よ
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

火
災
に
備
え
た
訓
練
、
現
場
の
消
火
活
動
の

ほ
か
、
火
災
予
防
の
啓
発
、
大
規
模
災
害
時

の
活
動
な
ど
も
行
い
ま
す
。
有
事
の
際
に
町

民
の
生
命
財
産
を
守
れ
る
よ
う
、
そ
し
て
町

を
盛
り
立
て
る
た
め
、
4
分
団
16
部
2
5
8

名
の
新
富
町
消
防
団
員
を
ま
と
め
て
い
る
の

が
宮
脇
さ
ん
で
す
。

　

地
元
の
先
輩
に
勧
誘
さ
れ
、
宮
脇
さ
ん
が

入
団
し
た
の
は
22
歳
の

時
。
勝
手
が
わ
か
ら

な
い
う
ち
は
大
変
で

し
た
が
、
慣
れ
て
く

る
と
得
る
も
の
が
多

い
こ
と
に
気
づ
い
た

と
い
い
ま
す
。

「
消
防
団
は
異
業
種

の
人
々
が
集
ま
る
団

体
で
す
。
普
段
な
ら

出
会
わ
な
い
人
と
交

流
で
き
、
自
分
の
人
間
と
し
て
の
器
が
広
が
り
ま
し
た
ね
」

そ
の
後
、
所
属
す
る
第
12
部
（
江
梅
瀬
・
横
江
・
軍
瀬
）

の
部
長
と
な
っ
た
宮
脇
さ
ん
。
部
長
を
務
め
た
2
年

間
は
、
部
長
会
の
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、
の
ち
に

幹
部
と
な
る
き
っ
か
け
を
得
た
そ
う
で
す
。
分
団

長
を
4
年
、
副
団
長
を

8
年
務
め
た
の
ち
、

2
0
1
9
年
4
月

か
ら
団
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

「
団
長
に
な
る
と
東
児

湯
5
町
や
、
県
全
域
の
消
防

団
の
幹
部
と
交
流
す
る
ん
で
す

が
、
彼
ら
も
熱
い
志
を
持
つ
人

ば
か
り
で
。
た
く
さ
ん
の
パ

ワ
ー
を
も
ら
え
る
の
で
『
よ
し

ま
た
頑
張
ろ
う
』
と
気
合
い
が

入
り
ま
す
」

　

消
防
団
は
自
然
災
害
が
発
生

し
た
と
き
も
活
動
し
ま
す
が
、

近
年
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
災

害
の
報
道
を
受
け
、
地
元
の
災

害
は
地
元
で
助
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
。
日
頃
か
ら
訓
練
や
研

修
を
重
ね
る
こ
と
で
、
団
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組

み
、
自
然
災
害
に
強

い
組
織
を
目
指
し
た

い
と
語
り
ま
す
。

「
各
部
を
指
導
す
る

分
団
長
や
副
団
長
に

支
え
ら
れ
、
今
の
消

防
団
は
組
織
と
し
て

よ
り
強
力
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
先
代
か
ら
受
け
継

い
だ
伝
統
あ
る
消
防
団
を
、
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
理

解
し
協
力
し
て
く
れ
る
家
族
に
も
感

謝
で
す
」

　

時
代
に
合
わ
せ
た
、
新
し
い
組
織

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
3
年
4
月
か
ら
女
性
部
が
設

置
さ
れ
る
予
定
で
、
ラ
ッ
パ
隊
と
と

も
に
、
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
防
団
O
B

の
経
験
を
活
か
し
た
機
能
別
団
員
制

度
も
導
入
さ
れ
、
柔
軟
な
消
防
団
活

動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

「
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
出

会
い
を
通
じ
て
、
い
い
人
間
形
成
の

場
に
な
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
消
防

団
に
入
団
し
て
、
一
緒
に
新
富
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？
」

新富町消防団団長　宮脇国宏さん

今月の新富人# 0 0 9
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いま新富町のこの人が気になる



【　

お
知
ら
せ　

】

－
1
月
の
税
・
料
金
の
納
期
限

※
納
期
を
経
過
す
る
と
、
督
促

料
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

納
期
限
内
に
、
納
付
書
裏
面
に
記

載
し
て
あ
る
各
金
融
機
関
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
納

め
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ「PayB
（
み
や
ぎ
んPay

）」

「PayPay

」を
利
用
し
て
の
納
付

も
で
き
ま
す
。　

※
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
残
高
を
確
認
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
日
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

方
は
令
和
3
年
2
月
5
日（
金
）

に
再
振
替
を
行
い
ま
す
。

問
税
務
課  

☎
3
3
・
6
0
7
6

－
確
定
申
告
の
た
め
の
納
付

－
額
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

　

次
の
納
付
額
証
明
書
を
、
無
料

で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
複
数
の

税
目
等
で
納
付
額
証
明
が
必
要
な

方
は
、
税
務
課
で
一
括
し
て
発
行

し
ま
す
。（
新
田
支
所
、
上
新
田

地
区
町
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

も
可
）

◆
税
目
等
と
担
当
課

◆
備
考

・
新
富
町
内
の
申
告
会
場
で
申
告

を
さ
れ
る
方
お
よ
び
上
記
税
目
等

の
納
付
が
年
金
か
ら
天
引
き（
年

金
徴
収
）さ
れ
て
い
る
方
は
、
納

付
額
証
明
書
は
不
要
で
す
が
、
税

務
署
に
お
い
て
確
定
申
告
さ
れ
る

方
は
、
納
付
額
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
令
和
2
年
中
に
新
富
町
へ
転
入

さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
納
付

額
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
事
業
用（
農
業
・
営
業
・
不
動
産

業
）で
使
用
す
る
固
定
資
産
税
や

軽
自
動
車
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

確
定
申
告
用
の
納
付
額
証
明
書
が

交
付
で
き
ま
せ
ん
。
申
告
時
に
は

領
収
書
等
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

・
領
収
証
書
は
、
5
年
間
大
切
に

保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課  

☎
3
3
・
6
0
7
6

－
資
源
物
の
回
収

　

毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
は
資
源

物
の
回
収
日
で
す
。

◆
日
時

令
和
3
年
1
月
11
日

（
月
）、
25
日（
月
）の
7
時
〜
9
時

（
時
間
厳
守
）

◆
回
収
場
所　

町
体
育
館（
正
面

玄
関
東
側
駐
輪
場
）・
西
体
育
館
・

上
新
田
公
民
館（
各
駐
輪
場
）　

※
雨
天
時
、
西
体
育
館
は
正
面
玄

関
前
に
移
動
し
ま
す
。

◆
収
集
物　

古
紙（
新
聞
紙
・
チ

ラ
シ
）、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
牛

乳
パ
ッ
ク
、
雑
紙（
そ
れ
ぞ
れ
紐

で
縛
る
こ
と
）  

※
焼
酎
の
紙
パ
ッ

ク
な
ど
内
側
に
ア
ル
ミ
箔
が
貼
っ

て
あ
る
も
の
は
対
象
外

問
生
涯
学
習
課

☎
3
3
・
1
0
2
2

ま
た
は
、
新
富
町
地
域
婦
人
連
絡

協
議
会　

宮
本
ま
さ
子

☎
3
3
・
4
8
6
3

－
1
月
の
町
民
課
窓
口

－
夜
間
・
休
日
開
庁

　

町
民
課
窓
口
を
夜
間
と
休
日
に

開
庁
し
ま
す
。
休
日
開
庁
は
予
約

制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町

民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

写
真
撮
影
か
ら
申
請
ま
で
行
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
補
助

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
夜
間
開
庁
日

7
日（
木
）、
14
日（
木
）、
21
日

（
木
）、
28
日（
木
）の
19
時
ま
で

◆
休
日
開
庁
日

24
日（
日
）8
時

30
分
〜
12
時

（
予
約
が
な
い

場
合
は
開
庁
し

ま
せ
ん
）

◆
備
考　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
・
受
取
以
外
に
行
う
業
務

は
、
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
の
発

行
、
印
鑑
登
録
お
よ
び
印
鑑
証
明

書
の
発
行
で
す（
税
関
係
の
証
明

発
行
は
行
い
ま
せ
ん
）。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成

期
間
は
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
。

問
町
民
課  

☎
3
3
・
6
0
7
1

令和2年12月1日現在

人口／世帯数 前月比

世帯数

合計

女

男 7,988人

8,456人

16,444人

6,535世帯

△10

△4

△14

△5

  休日開庁の予約
フォームはこちら

税
・

料
金

口
座

振
替
日

納
期
限

◎
国
民
健
康
保
険
税

　
（
第
7
期
）

◎
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
料（
第
7
期
）

◎
介
護
保
険
料（
第
7
期
）

◎
保
育
料（
1
月
期
）

◎
町
県
民
税（
4
期
）

令
和
3
年

2
月
1
日（
月
）

令
和
3
年

1
月
25
日（
月
）

問合せ先

いきいき
健康課

担当課

福祉課

税務課 賦課係  ☎33-6076

国保高齢者医療係
☎33-6026

介護保険係
☎33-6056

税目等

国民健康保険税

介護保険料
(65歳以上の方)

後期高齢者
医療保険料



－
令
和
3
年
度

－
準
要
保
護
就
学
援
助
申
請

　

令
和
3
年
度
準
要
保
護
就
学

援
助
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す
。

　

準
要
保
護
就
学
援
助
と
は
、
生

活
保
護
に
準
ず
る
程
度
生
活
に
お

困
り
の
家
庭
に
対
し
、
学
用
品
費

や
給
食
費
等
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

就
学
先
の
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
た

案
内
文
に
そ
っ
て
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
令
和
3
年
4
月
か
ら
就
学
予

定
の
新
小
学
1
年
生
に
つ
い
て

は
、
案
内
文
書
を
入
学
通
知
書
に

同
封
し
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

①
準
要
保
護
就
学
援
助
申
請
書

（
就
学
先
ま
た
は
就
学
予
定
先
の

小
中
学
校
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
）  

※
申
請
書
内
の
民
生
・
児
童

委
員
の
所
見
欄
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
が
直
接
、
お
住
ま
い
の
地
区

の
民
生
・
児
童
委
員
に
も
ら
い
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
令
和
2
年
中
の
収
入
を
明
ら
か

に
す
る
書
類（
源
泉
徴
収
票
の
写

し
、
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）

※
生
計
を
共
に
し
、
収
入
の
あ
る

方
全
員
分
必
要
で
す
。

◆
備
考　

令
和
2
年
度
に
す
で

に
援
助
を
受
け
て
い
る
方
も
、
申

請
が
必
要
で
す
。

問
教
育
総
務
課  

☎
3
3
・
6
0
7
9

－
準
要
保
護
就
学
援
助
申
請

－
入
学
前
支
給
に
つ
い
て

　

新
富
町
で
は
、
小
学
校
お
よ
び

中
学
校
へ
通
学
さ
せ
る
の
に
経
済

的
な
理
由
で
生
活
保
護
に
準
ず
る

程
度
お
困
り
の
保
護
者
の
方
に
対

し
、
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学

旅
行
費
等
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
小
中
学
校
に
就

学
予
定
の
右
記
対
象
新
1
年
生

の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
援
助

費
の
う
ち
入
学
に
必
要
な「
新
入

学
用
品
費
」を
入
学
前
に
支
給
し

ま
す
。
小
学
校
と
中
学
校
の
申
請

手
続
き
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
小
学
校
へ
入
学
予
定
の
場
合

　

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
入

学
通
知
書
同
封
の
案
内
文
書
の
と

お
り
、
教
育
総
務
課
へ
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
学
通
知
書
の
封
筒
に
、
㋐
今

年
度
入
学
前
に
支
給
す
る
新
入
学

用
品
費
に
関
す
る
も
の
、
㋑
令
和

３
年
度
準
要
保
護
就
学
援
助
に
関

す
る
も
の
、
２
つ
の
異
な
る
案
内

文
書
㋐
㋑
を
同
封
い
た
し
ま
す
。

提
出
期
限
や
必
要
書
類
等
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
㋐
の
必
要
書
類
に
つ
い
て
】

①「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」

入
学
前
支
給
申
請
書

（
申
請
申
込
に
教
育
総
務
課
へ
来

庁
さ
れ
た
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

②
令
和
2
年
所
得
課
税
証
明
書

（
世
帯
分
）※
税
務
課
で
申
請
時
に

受
け
取
れ
る
最
新
の
も
の
。
生
計

を
共
に
し
、
収
入
の
あ
る
方
全
員

分
必
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
令
和
2
年
度
準
要

保
護
対
象
認
定
世
帯（
兄
姉
が
小
・

中
学
校
に
在
籍
中
）は
、①
②
の

提
出
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

  「
希
望
申
請
書
」「
口
座
振
込
承
諾

書
」を
教
育
総
務
課
に
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
申
込
の
際
、

こ
ち
ら
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
場
合　

　

在
学
中
の
小
学
校
を
通
じ
て
、

現
在
、
準
要
保
護
就
学
援
助
費
受

給
世
帯（
6
年
生
）へ
Ⓐ
申
請
に

必
要
な
書
類（「
希
望
申
請
書
」お

よ
び「
口
座
振
込
承
諾
書
」）を
配

付
し
ま
す
。
年
度
内
の
入
学
前
支

給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
学
予

定
の
中
学
校
事
務
室
へ
Ⓐ
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課  

☎
3
3
・
6
0
7
9

－「
つ
き
い
ち
保
健
室
」開
設

　

令
和
3
年
1
月
か
ら
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
々
の
暮
ら
し
や

健
康
、
医
療
、
介
護
の
ご
相
談
を

受
け
付
け
る「
つ
き
い
ち
保
健
室
」

を
開
設
し
ま
す
。
血
圧
測
定
だ
け

で
も
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
場
所　

は
れ
る
家（
麓
地
区
）

◆
開
設
日　

毎
月
第
4
金
曜
日

13
時
〜
15
時

問
福
祉
課  
☎
3
3
・
5
7
2
7

手帳としての機能だけでなく、県内のお得
な情報満載！　お買い求めは総合政策課、
新田支所、上新田サービスコーナーまで。
◆価格  600円（税込）

問 総合政策課　☎33-6012

2021宮崎県民手帳を販売中！



－
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の

－
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金（
第
十
一
回
特
別
弔
慰

金
）の
請
求
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
で
、
ま
だ
請

求
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は

お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
2

年
4
月
1
日（
基
準
日
）時
点
に

お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」等
を
受
け
る
方
が
お
ら
ず
、

左
記
先
順
位
の
生
存
し
て
い
る
方

１
名
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
基
準
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
❶
父
母
、❷
孫
、

❸
祖
父
母
、❹
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
の
有
無
等
の
要
件
次
第
で
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族（
お
い
、
め

い
等
）で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
、
１
年
以
上
の
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

◆
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、

5
年
償
還
の
記
名
国
債（
1
年
に

5
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
）

◆
請
求
期
間

令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で

◆
請
求
窓
口　

福
祉
課  

※
請
求

窓
口
は
、
請
求
す
る
人
が
在
住
す

る
市
町
村
担
当
課
に
な
り
ま
す
。

問
福
祉
課  

☎
3
3
・
6
3
8
2

－
人
事
行
政
運
営
等
の

－
状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　

町
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

国
家
公
務
員
の
給
与
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
町
議
会
の
審

議
を
経
て
条
例
や
規
則
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い

た
だ
く
た
め

に
、
給
与
や
定

員
を
含
め
た
新

富
町
に
お
け
る

人
事
行
政
運
営

等（
職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数
、

給
与
、
勤
務
時
間
、
分
限
、
懲
戒

処
分
、
職
員
研
修
等
）の
状
況
を

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課  

☎
3
3
・
6
0
0
2

－
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

－
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20
歳
以
上
の
方
は
、
国
民
年
金

へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
を

除
く
）。
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら「
国
民
年
金

加
入
の
お
知
ら
せ
」や
納
付
書
等

に
よ
り
、
国
民
年
金
に
加
入
し
た

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
老
後
や
障
害

を
負
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い
る

世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

【
国
民
年
金
は
、
将
来
の
大
き
な

支
え
に
な
り
ま
す
】

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

【
国
民
年
金
は
、
老
後
の
た
め
だ

け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
】

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族（「
子
の
あ
る
妻
」や「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

問
町
民
課  

☎
3
3
・
6
0
7
1

ま
た
は
高
鍋
年
金
事
務
所

☎
2
3
・
5
1
1
1

－
国
民
年
金
保
険
料
納
付
は

－
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付

す
る
こ
と
で
、
月
々
50
円
割
引
さ

れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ

り
も
割
引
額
が
多
い「
6
ヶ
月
前

納
」「
1
年
前
納
」「
2
年
前
納
」も

あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
・
年

金
事
務
所
ま
た
は
町
民
課
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

こちらのQRコード
より参照できます

次の職種を若干名募集します。
詳細はQRコード（町のホーム
ページ）よりご確認ください。
◆受付期間  令和3年1月8日(金)まで
◆試験日時  令和3年1月17日(日) 

新富町職員採用試験実施
 （建築・文化財） 昭和60年4月2日～平成13年4月1日生まれで、2級建

築士の資格を有している者または資格取得見込みの者
初
級
文化財(K)

建築(C)

昭和60年4月2日～平成11年4月1日生まれで、考古学
専攻課程を修了または修了見込みの者、学芸員の資格
を有している者または資格取得見込みの者

受験資格種類・職種

問 総務課　☎33-6002



◆
備
考
「
前
納
」の
受
付
は
2
月

末
日
ま
で
で
す
。
お
早
め
の
申
し

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
課  
☎
3
3
・
6
0
7
1

ま
た
は
高
鍋
年
金
事
務
所

☎
2
3
・
5
1
1
1

【　

イ
ベ
ン
ト　

】

－
新
富
町
成
人
式
典

令
和
3
年
成
人
式
典
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
参
加

者
は
新
成
人
者
と
そ
の
ご
家
族
の

み
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

式
典
は
、
新
成
人
者
で
構
成
さ

れ
た
成
人
式
実
行
委
員
会
が
企

画
・
立
案
し
た
手
づ
く
り
の
式
典

で
す
。
将
来
を
担
う
若
人
が
、
新

し
い
未
来
を
創
造
す
る
出
発
点
と

し
て
の
成
人
式
の
日
を
祝
福
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
時　

令
和
3
年
1
月
5
日

（
火
）10
時
〜
12
時
30
分（
受
付
は

9
時
〜
9
時
50
分
）

◆
場
所

新
富
町
文
化
会
館　

大

ホ
ー
ル

問
生
涯
学
習
課  

☎
3
3
・
1
0
2
2

【　

募
集　

】

－
第
20
回
宮
崎
県
障
が
い
者

－
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者

◆
期
日
・
場
所　

令
和
3
年
5
月

9
日（
日
）　

ひ
な
た
宮
崎
県
総

合
運
動
公
園
ほ
か（
オ
ー
プ
ン
競

技
は
別
日
別
会
場
）

◆
参
加
資
格　

令
和
3
年
4
月

1
日
現
在
、
13
歳
以
上
で
県
内

に
居
住
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
も
し
く
は
精
神
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
、

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）受

給
者
証
の
取
得
者
、
ま
た
は
手
帳

取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障
害
の
あ

る
方

◆
申
込
方
法　

新
富
町
役
場　

福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限　

令
和
3
年
1
月
15
日（
金
）ま
で

◆
開
催
競
技
等
左
の　
　

参
照

※
１　

身
体
障
害
者（
肢
体
不
自

由
）で
車
い
す
・
立
位
の
み
の
競

技
と
す
る
。

◆
備
考

・
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
知
的
）、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
聴
覚
、
知
的
）、

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
視
覚
）

の
4
競
技
は
オ
ー
プ
ン
競
技
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

・
身
体
障
が
い
者
の
部
で
は
、
障

害
区
分
に
よ
っ
て
出
場
で
き
る
競

技
種
目
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

・
大
会
当
日
、
選
手
の
氏
名
や
障

害
・
年
齢
区
分
、
写
真
、
映
像
な

ど
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ

か
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も

掲
載
さ
れ
ま
す
。
ご
了
承
の
上
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課  

☎
3
3
・
6
3
8
2

ギャラリーしんとみ1月の展示

1/5（火）～1/10（日）
夢境庵作陶展
小野恵一朗さん

約60点の版画作品を展示。木版画の柔
らかな世界やエッチングならではの独特
の質感を感じてみてください。

※展示内容は変更になることがあります。
　事前にお問い合わせください。☎33-0577

皿、茶碗、カップなど登り窯で焼かれた
風合いある作品は、素朴ながら力強さを
感じさせ、使い込むほど味が出ます。

1/12（火）～1/24（日）
版画の小作品展
田中等さん・攝さん夫妻

フライングディスク

身体 知的 精神競技種目 競技会場

陸上競技

水泳

卓球

アーチェリー

ボウリング

バレーボール

ミニバレーボール

グラウンド・ゴルフ

ボッチャ

◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯ ◯

◯

◯ ◯

◯

◯

◯

◯

◯

ひなた陸上競技場

ひなた宮崎県総合運動公
園屋内プール

宮崎市総合体育館県立明
星視覚支援学校体育館

ひなた宮崎県総合運動公
園運動広場

宮崎エースレーン(男子)
ラウンド１(女子)

宮崎市生目の杜運動公園
体育館

ひなた武道館弓道場

ひなた武道館主道場

ひなた武道館主道場

ひなた木の花ドーム

個
人
種
目

団
体
種
目

－

－

－ －

－

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

表１

※1

表
１



地域の新しい活力をめざして

◯
探
究
学
習
を
深
め
る

　

キ
ャ
ン
プ
を
実
施

　

竹
内
さ
ん
の
職
場
と
な
っ
て
い
る
一

般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機

構（
略
称
・
こ
ゆ
財
団
）は
、
町
内
外

の
学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
児
童
や

生
徒
に
対
す
る
探
究
学
習
の
指
導
や
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

探
究
学
習
と
は
、
先
生
か
ら
一
方
的

に
教
え
ら
れ
る
授
業
で
は
な
く
、
自
ら

探
し
て
発
見
し
、
答
え
を
出
し
て
い
こ

う
と
い
う
教
育
手
法
で
、
近
年
、
子
ど

も
た
ち
の
課
題
解
決
力
や
学
習
意
欲
を

高
め
る
た
め
に
、
学
校
教
育
の
広
い
教

科
で
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機
構
で
は
、

学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、
社
会
教
育
の

分
野
で
も
探
究
学
習
の
手
法
を
応
用
し

て
地
域
素
材
の
活
用
に
結
び
つ
け
ら
れ

な
い
か
と
考
え
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
富
田
浜
公
園
を
活
用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

  「
し
ん
と
み
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」は
、

11
月
14
日（
土
）か
ら
15
日（
日
）に
か

け
て
富
田
浜
公
園
で
開
催
し
、
ボ
ー
ト

競
技
に
取
り
組
む
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
9
名
の
小
学

生
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動

を
お
伝
え
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
竹
内
庸
公
さ
ん
が
取
り
組

ん
だ「
探
究
学
習
実
験
事
業
・
し

ん
と
み
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
で
詳
細
な
報
告
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
授
業

を
通
じ
て
、
少
し
づ
つ
主
体
的
な
考
え

を
持
ち
、
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
I
C
T
と
リ
ア
ル
の
場
を

併
用
し
た
授
業
の
可
能
性
を
感
じ
た
こ

と
や
、
先
生
や
保
護
者
で
な
い
第
三
者

の
大
人
の
関
わ
り
が
大
切
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
「
学
び
」
の
価
値
観
や
固
定
概

念
を
と
ら
え
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
富
田
浜
公
園
な
ど
フ
ィ
ー

ル
ド
を
使
っ
た
探
究
学
習
は
、
子
ど
も

の
み
な
ら
ず
企
業
研
修
な
ど
に
も
応
用

で
き
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

（
文
責
：
総
合
政
策
課
有
馬
）

　

キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
て
も
た
だ
楽
し
む

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
社
会
」「
家

庭
」「
理
科
」「
国
語
」と
い
っ
た
教
科
に

見
立
て
た
授
業
形
式
の
単
元
を
設
定

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
取
り
入
れ
、

各
単
元
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
す
ば

ら
し
い
講
師
の
皆
さ
ま
に
授
業
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社会

家庭

理科
①

国語

理科
②

講師
町歩きを通じて
新たな発見

内容

調理実習

五感で感じる
地球と宇宙
富田浜清掃と
ウミガメ
自分の個性に
ついて考える

一般社団法人みつかる＋わ
かる代表理事　市川力さん

東京学芸大学大学院准教授
小宮山利恵子さん

ガールスカウト宮崎県
第2団のみなさん

科学コミュニケーター
谷明洋さん

宮崎野生動物研究会
新富南班　岩切通さん

社会 家庭

理科① 理科②-1

理科②-2 国語



そ
ば
の
み
を
作
っ
て
食
べ
る
お
い
し
い
よ

1

は
ら
り
と
こ
う
よ
う
か
わ
り
秋
近
し

伝
わ
る
ね
マ
ス
ク
ご
し
で
も
目
が
語
る

さ
つ
ま
い
も
た
く
さ
ん
た
べ
て
お
な
ら
で
る

4 23

河
野
心
春

黒
木
信
吾

田
邉
奏
音

は
せ
が
わ
か
い
と

〈
俳
句
・
川
柳
募
集
〉　

H
P
の
投
稿
フ
ォ
ー
ム
に

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
新
富
町
役
場「
俳

句
と
川
柳
の
コ
ー
ナ
ー
」係
ま
で
F
A
X

（
3
3
・
4
8
6
2
）く
だ
さ
い
。

①
お
蕎
麦
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
ば
の
実
を
使
っ
た
お
菓
子
も
あ
り
、
ど
れ
も
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。②
字
足
ら
ず
の
上
五
が
効
果
的
。「
は
ら
り
と
」の
あ
と
に

一
拍
分
の
余
韻
が
生
ま
れ
、
舞
台
の
場
面
転
換
の
よ
う
に
紅
葉
の
景
色
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。③
ま
さ
に「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
う
」。
マ
ス
ク
を
し

て
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
思
い
は
通
じ
ま
す
。④
さ
つ
ま
い
も
を
食
べ
た
あ
と
っ
て
本
当
に
よ
く
お
な
ら
が
出
ま
す
よ
ね
。
さ
ぁ
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
プ
プ
ッ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　          

                          

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

イ
チ
ゴ
は
1
つ
の
親
株
か
ら
い
く
つ
も
の
子
株
を
作
れ

ま
す
。
半
永
久
的
に
株
を
増
や
せ
る
た
め
お
得
感
が
あ
り
ま

す
が
、
手
作
業
で
子
株
を
切
り
、
ポ
ッ
ト
に
植
え
る
必
要
が

あ
る
、
途
方
も
な
い
作
業
で
す
。
し
か
も
イ
チ
ゴ
は
病
気
に

弱
く
、
無
事
に
生
長
す
る
子
株
は
半
分
程
度
。
そ
の
た
め
イ

チ
ゴ
農
家
で
は「
子
株
づ
く
り
が
8
割
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
イ
チ
ゴ
も
最
盛
期
へ
突
入
、
畑
が
真
っ

赤
に
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【　

イ
チ
ゴ
が
色
づ
く
ほ
ど
心
が
躍
る　

】

テゲバジャーロ宮崎が

Ｊ３昇格しました！
第22回日本フットボールリーグ(JFL)で、
2位の好成績を収めたテゲバジャーロ宮
崎は、条件を満たしたためJ3昇格が決定
しました。宮崎県初のJリーグチームの
誕生です！  おめでとうございます！

監督・選手のコメントや詳細については、2月の
広報しんとみに掲載します。建設中のホームス
タジアムもあわせて紹介します。



日  sun 月  mon 火  tue 水  wed 木  thu 金  fri 土  sat

12/27 28 29 30 31 1/1 2

3 4

●成人式／文化会館
●本の福袋
新富町図書館
（～17日）
●母子手帳交付日
保健相談センター

5 6

●町民課窓口夜間
開庁／19：00まで

7

●3学期始業式

8 9

●消防始式
13:30開始
●第13回新富初舞
会／11:00開場、
12:00開演／文化
会館

10

●資源物回収
7:00～9:00
●県市町村駅伝大
会

11 12 13

●町民課窓口夜間
開庁／19：00まで

14 15

●マネー講座
13:30～
総合交流センター

16

17 18

●母子手帳交付日
10:00～10:10（受
付）／保健相談セ
ンター

19 20

●高齢者受給者証
交付説明会
9:30～10:30
新田公民館
●町民課窓口夜間
開庁／19：00まで

21

●高齢者受給者証
交付説明会
9:30～10:30
保健相談センター

22 23

●町民課窓口休日
開庁【要予約】
8:30～12:00
●第13回新富の陣
12:00開場、13:00
開演／文化会館

24

●資源物回収
7:00～9:00

25

●中学校作品展
ギャラリーしんとみ
（2月7日まで）

26 27

●町民課窓口夜間
開庁／19：00まで

28 29

●しんとみ子ども
フェスティバル
9:30～12:00
総合交流センター

30

31 2/1 2 3 4 5 6

2 0 2 1 . 1
新富町役場

新富町図書館

保健相談センター

新富町文化会館

総合交流センター

町体育館

富田浜公園

ギャラリーしんとみ

上新田公民館

新田公民館

一ツ瀬川県民スポーツセンター

そのほか

2
0

2
0年

1
2月

号
　

2
0

2
0年

1
2月

2
1日

発
行
　
　
編
集
・
発
行
／
新
富
町
役
場
総
務
課
　

0
9

8
3

-3
2

-0
1

9
6

w
w

w
.to

w
n

.sh
in

to
m

i.lg
.jp

　

こ
の
字
は
2
人
で
書

き
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
新

富
町
役
場
で
職
場
体
験
を

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
せ
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

　

表
紙
の
担
架
、
毛
布
と

物
干
し
竿
の
よ
う
な
丈
夫

な
棒
が
2
本
あ
れ
ば
完
成

し
ま
す
。
頭
か
ら
上
げ
足

か
ら
下
ろ
す
な
ど
、
気
遣

い
も
学
べ
ま
し
た
。

　

来
年
は
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
よ

い
お
年
を
！（
二
川
）

編
集
後
記

元旦

成人の日

今
月
の
題
字

山
田  

望
羽
さ
ん

    

や
ま
だ             

み　

う　

（
新
田
中
学
校  

2
年
生
）

大
山  

怜
佑
さ
ん

  

お
お
や
ま        

り
ょ
う
す
け　


